
表在性転移リンパ節に対する
コンパクト磁気加熱プローブを⽤いた
磁気加熱がん治療法の創製
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想定マーケット

求めていること実施体制・開発メンバー

製品の優位性
がん患者の死亡原因の約9割は転移に起因

ü 放射線なし
ü 低侵襲
ü 安全
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リンパ節転移は遠隔転移に先⾏する
→ 転移初期段階におけるリンパ節転移の治療戦略が喫緊の課題

Contact: akihiro.kuwahata.b1@tohoku.ac.jp, https://web.tohoku.ac.jp/biomag.eng/

乳がん・頭頸部がん︓臨床ニーズ・課題

転移初期の治療
• 早期のリンパ節転移が疑

われる乳がんと頭頸部が
んの患者︓187万⼈

• 年間の市場規模︓50億円

治療システム開発

事業化

動物実験・治療効果評価

臨床ニーズ・臨床的意義

海外連携

• 知財戦略/事業性
• 磁性ナノ粒⼦の適応症例

拡⼤のPMDA相談 
• 販売/物流チャネルの確保
• 上市後のビジネス体制の

構築

副作⽤のない治療

（開発機/治療イメージ）

磁気エネルギー加熱
選択的温熱療法

Ø副作⽤低減
ØQOL向上
Ø⽣存率向上

磁性ナノ粒⼦

(Ref: Bio Design)

頭頸部がん/リンパ節

乳がん/リンパ節

磁気エネルギー

がん 正常細胞

令和5年度：AMED 日本医療研究開発機構，官民による若手研究者発掘支援事業，社会実装目的型の医療機器創出支援プロジェクト
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磁性ナノ粒⼦投与 リンパ節へ蓄積 加熱治療

（治療の流れのイメージ）


